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口
流
出
を
止
め
る
た
め
、
圏
域
の
市
町
村

が
連
携
協
力
し
て
、
お
互
い
に
役
割
分
担

を
し
、
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
や
魅
力

の
創
出
、
医
療
、
福
祉
、
公
共
交
通
、
公

共
施
設
の
相
互
利
用
な
ど
、
住
民
の
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
で
人
口
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
、
圏
域
全
体
の
定
住
促
進
、
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
定
住
自
立
圏
は
、
中
心
市
宣
言
を
行
っ

た
中
心
市
と
連
携
す
る
市
町
が
自
ら
の
意

思
に
よ
り
、
各
議
会
の
議
決
を
経
て
協
定

を
締
結
し
、
そ
の
後
協
議
や
具
体
的
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
１
月
　
日
、
滝
川
市
と
砂
川
市
に
よ
る
定
住
自
立
圏
構
想
の
中
心
市
宣
言
が
行
わ
れ
、

１５

中
空
知
圏
域
に
お
い
て
連
携
す
る
市
町
と
と
も
に
定
住
自
立
圏
の
形
成
を
目
指
し
て
い

く
意
思
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は
、
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
を
紹

介
し
ま
す
。 

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
　
市
役
所
３
階
緯
４
２
～
３
２
１
２
〉

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
？

中
心
市
宣
言
と
は
？

　
定
住
自
立
圏
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
人
口
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
市

が
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
意
思

表
明
す
る
中
心
市
宣
言
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
回
、
滝
川
市
と
砂
川
市
の
２
市
に
よ

り
行
わ
れ
た
中
心
市
宣
言
は
、
中
空
知
圏

域
で
は
、
生
活
圏
や
経
済
圏
を
共
有
す
る

ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
で
あ
り
、
そ
の
中

心
的
役
割
を
２
市
が
担
う
こ
と
で
、
圏
域

と
し
て
の
一
体
性
が
高
ま
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
２
つ
の
市
を
合
わ
せ
て
１
つ
の
中
心

市
と
み
な
す
「
複
眼
型
中
心
市
」
と
し
て

連
携
す
る
市
町
は
？

　
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
連
携
市
町
は
、

芦
別
市
、
赤
平
市
、
歌
志
内
市
、
奈
井
江

町
、
上
砂
川
町
、
浦
臼
町
、
新
十
津
川
町
、

雨
竜
町
の
３
市
５
町
で
、
中
空
知
広
域

圏
を
構
成
す
る
定
住
自
立
圏
を
形
成
し

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
今
後
、
中
心
市
と
連
携
市
町
で
圏
域
に

お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
、

各
市
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
を
中
心
市
と
連
携
市
町
で
そ

れ
ぞ
れ
締
結
し
ま
す
。

　
協
定
を
締
結
後
、
中
心
市
は
、
生
活
機

能
確
保
の
役
割
を
担
う
民
間
や
地
域
の
関

係
者
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
学
識
経
験

者
で
構
成
す
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
話

会
」
を
組
織
し
、
そ
の
懇
談
会
で
の
検
討

を
経
て
、
協
定
締
結
し
た
連
携
市
町
と
の

協
議
を
行
い
、
圏
域
の
将
来
像
や
具
体
的

な
連
携
内
容
を
決
め
る
「
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
中
心
市

と
連
携
市
町
は
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
役
割
分
担
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な

連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
人
口
減
少
が

続
く
地
方
圏
に
お
い
て
、
都
市
圏
へ
の
人 ▲今後の取り組みの流れ
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定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
は

今
後
の
協
議
に
よ
り
ま
す
が
、
次
の
３
つ

の
行
政
分
野
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
以

上
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
要
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

敢
生
活
機
能
の
強
化
の
た
め
の
取
り
組
み

（
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、

防
災
な
ど
）

柑
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
の

た
め
の
取
り
組
み
（
地
域
公
共
交
通
、

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
地
域
内

外
と
の
交
流
・
移
住
促
進
な
ど
）

桓
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
の
た

め
の
取
り
組
み
（
職
員
研
修
な
ど
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
ご
み
搬
入
時
の
お
願
い

　
構
成
市
町
（
砂
川
市
、
歌
志
内
市
、
奈

井
江
町
、
上
砂
川
町
、
浦
臼
町
）
以
外
か

ら
の
搬
入
を
防
止
す
る
た
め
、
窓
口
で
名

簿
へ
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
の

記
入
と
身
分
証
明
書
（
免
許
証
な
ど
）
の

■
資
源
ご
み
の
回
収
（
無
料
）
に
つ
い
て

　
現
在
、
多
く
の
紙
類
を
「
燃
や
せ
る
ご

み
」
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
４

月
１
日
か
ら
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
無
料

で
回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
で
き
る

紙
類
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
収
可
能
な
雑
紙
類

　
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
カ
タ
ロ
グ
、

ノ
ー
ト
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

封
筒
、
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
紙
箱
、

包
装
紙
、
紙
袋
な
ど

※
ビ
ニ
ー
ル
や
金
属
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
裁
断

し
た
紙
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
（
雑
紙
）
の
出
し
方

　
紙
袋
に
入
れ
る
か
段
ボ
ー
ル
と
同
様
に

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
束
ね
て
、
資
源
ご
み

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
１
７
）

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
「
く
る
く
る
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
く
る
く
る
」
へ
の

ご
み
直
接
搬
入
の
手
数
料
が
、
４
月
１
日

か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

搬
入
す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
示
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
空
き
家
等
の
有
効
活
用
を
通

し
て
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
市
内
に
あ

る
空
き
家
情
報
の
登
録
を
行
い
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、
定
住
等
希
望

者
へ
情
報
提
供
を
す
る
「
空
き
家
等
情
報

登
録
制
度
（
空
き
家
バ
ン
ク
）
」
を
開
始

し
ま
す
。

　
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を
す
る

住
居
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
空
き

家
を
所
有
し
、
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、

庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４

２
～
３
２
１
２
）ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
、
広
報
４
月
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

▲空き家等情報登録制度（空き家バンク）の流れ

市
内
の
空
き
家
を
探

市
内
の
空
き
家
を
探
しし

て
い
ま
す

て
い
ま
す
！！
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▽
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル

な
ど
の
下
に
も
ぐ
り
、
落
下
物

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
身
の
安
全

が
確
保
さ
れ
た
ら
、
ド
ア
や
窓

を
開
け
避
難
口
を
確
保
し
ま
し

ょ
う

▽
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
火
の

元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

▽
大
き
な
地
震
の
後
に
は
余
震
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

倒
れ
か
か
っ
た
タ
ン
ス
、
食
器

棚
や
冷
蔵
庫
、
本
棚
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
非
常
持
出
品
を
ま
と
め
、
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

▽
地
域
の
避
難
場
所
を
家
族
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

▽
貴
重
品
類
（
印
鑑
、
預
金
通
帳
、

小
銭
な
ど
）

▽
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
（
予
備
電

池
も
忘
れ
ず
に
）

▽
非
常
食
（
乾
パ
ン
、
缶
詰
、
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
）

地
震
へ
の
対
応
と
備

地
震
へ
の
対
応
と
備
ええ

非
常
持
出

非
常
持
出
品品

▽
応
急
医
薬
品
（
傷
薬
、
胃
腸
薬
、

包
帯
、
目
薬
な
ど
。
常
備
薬
も

忘
れ
ず
に
）

▽
そ
の
他
の
生
活
用
品
（
上
着
・

下
着
・
靴
下
な
ど
の
衣
類
、
軍

手
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
雨
具
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
）

※
こ
れ
ら
の
非
常
持
出
品
は
家
族

構
成
を
考
え
、
必
要
な
分
だ
け

（
２
日
～
３
日
分
）
用
意
し
て
、

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　東日本大震災からまもなく３年が経とうとしています。巨大地震とそれによる大津波東日本大震災からまもなく３年が経とうとしています。巨大地震とそれによる大津波、、火災によ火災によ

って多くの尊い命が奪われましたって多くの尊い命が奪われました。。

地震などの災害は、いつ、どこで発生するかわかりません。災害による被害を避けることは　地震などの災害は、いつ、どこで発生するかわかりません。災害による被害を避けることは困困

難ですが、事前の対策で被害を最小限に抑えることは可能です難ですが、事前の対策で被害を最小限に抑えることは可能です。。

　もしものときに備えて、日ごろから家族や友人、同僚などと地震や火災対策について話し合い、もしものときに備えて、日ごろから家族や友人、同僚などと地震や火災対策について話し合い、自自

分の身は自分で守れるようにしましょう分の身は自分で守れるようにしましょう。。 〈 〈消防本部予防・保安グループ消防本部予防・保安グループ緯緯４２～３２５５４２～３２５５〉〉

備えよう！地震・火災対策
 ～自分の身は自分で守れるように～

備えよう！地震・火災対策
 ～自分の身は自分で守れるように～

※
テ
レ
ビ
な
ど
で
緊
急
地
震
速
報

が
発
令
さ
れ
て
か
ら
、
実
際
に

揺
れ
が
来
る
ま
で
は
数
秒
か
ら

数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
慌

て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
守

る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
へ
の
対
応
と
備

火
災
へ
の
対
応
と
備
ええ

▽
「
火
事
だ
！
」
と
大
声
で
周
囲

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う

▽
避
難
す
る

と
き
は
煙

を
吸
わ
な

い
よ
う
に

口
に
ハ
ン

カ
チ
な
ど
を
あ
て
て
姿
勢
を
低

く
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
避
難
後
は
絶
対
に
戻
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
浴
槽
に
水
を
た
め
て
お
き

ま
し
ょ
う

避
難
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る

場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
寒
暖
の
差
が
大
き
く
な
る
こ
の

時
季
は
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
特
に
次
の
こ
と
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
気
温
が
上
昇
し
た
と
き
に
屋
根

か
ら
の
落
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き

は
、
周
囲
を
確
認
し
、
転
落
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
軒
下
に
灯
油
タ
ン
ク
が
あ
る
場

合
、
落
雪
が
原
因
で
配
管
が
破

損
し
、
燃
料
が
漏
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
確

認
し
ま
し
ょ
う

▼
気
温
の
上
昇
で
積
雪
が
緩
み
雪

崩
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

山
岳
部
の
道
路
を
通
行
す
る
と

き
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し

ょ
う

　
現
在
市
内
に
は
　
か
所
の
防
火

７０

水
槽
が
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
し
た
雪
を
防
火
水
槽
の
周

辺
に
置
く
と
、
消
火
活
動
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
の
で
、
周
辺
に
は

絶
対
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
か
ら
の
お
願

消
防
か
ら
の
お
願
いい

屋
根
か
ら
の
落
雪
や

 

山
岳
道
路
の
雪
崩
に
注
意
！

屋
根
か
ら
の
落
雪
や

 
 
山
岳
道
路
の
雪
崩
に
注
意
！
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
今
後
も
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
延
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

年
齢
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
て
老
後
の
生
活
費
の
不
安
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
国
民
年
金
に
は
老
後
の
生
活
を
支
え
、
生
涯
受
け
取
れ
る
「
老
齢
基

礎
年
金
」、
ま
た
、
不
意
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」、
一
家

の
大
黒
柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」の
３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

 

〈
砂
川
年
金
事
務
所
 緯
５
２
～
２
１
４
４
、
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
１
階
 緯
４
２
～
３
２
１
７
〉

　
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
や
免

除
さ
れ
た
期
間
な
ど
の
合
計
が
、

　
年
（
３
０
０
か
月
）
以
上
あ
る

２５方
に
　
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

６５

　
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の

２０

６０

　
年
間
（
４
８
０
か
月
）
全
て
の

４０月
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
、

満
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
　
年
　
月
か
ら
の
年
金
額

２５

１０

（
満
額
） 

　
万
８
，５
０
０
円

７７

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
　
年
　
月
か
ら
の
年
金
額

２５

１０

▽
１
級
 

　
万
３
，１
０
０
円

９７

▽
２
級
 

　
万
８
，５
０
０
円

７７

■
平
成
　
年
　
月
か
ら
の
年
金
額

２５

１０

▽
子
が
１
人
の
妻

 

１
０
０
万
２
，５
０
０
円

▽
子
が
１
人
 
　
万
８
，５
０
０
円

７７

る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給
で
き

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
方
で
、
平
成
　
年
２６

４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ
る
納

付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
「
国
民

年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
平
成
　
年
３
月
以
前
の
後
納
保

１６

険
料
は
、　

年
を
超
え
る
た
め

１０

平
成
　
年
４
月
以
降
は
納
付
で

２６

き
ま
せ
ん
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
ケ

ガ
で
、
障
害
等
級
表
１
級
及
び
２

級
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　
国
民
年
金
加
入
中
の
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の

あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
が
会

２０

６０

社
を
退
職
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
な
ど
か
ら
、
自
分
で
国
民
年

金
に
切
り
替
え
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
扶
養
さ
れ
て
い
た

配
偶
者
も
切
り
替
え
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
う
っ
か
り
手
続
き
を
忘
れ
た
り
、

免
除
申
請
を
せ
ず
に
保
険
料
を
未

納
に
し
て
い
る
と
、
将
来
受
け
取

■
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

年
金
を
増
や
せ
ま
す

　
後
納
制
度
は
、
過
去
　
年
間
に

１０

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か

っ
た
方
が
後
納
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
　
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

１０

保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限
   

　
 
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で

２７

３０

■
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使

用
期
限
」
に
ご
注
意

　
す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま

れ
た
方
で
、
平
成
　
年
４
月
以
降

１６

分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
納
付
書
に
記
載

さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
　
年
３

２６

月
　
日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い

３１
し
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
緯
０
５
７
０
～
０
１
１
～

０
５
０
）

▼
受
付
時
間

▽
月
曜
日
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１９

▽
火
～
金
曜
日
　
８
時
　
分
～
　

３０

１７

時
　
分
１５

▽
第
２
土
曜
日
　
９
時
　
分
～
　

３０

１６

時
※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

遺
族
基
礎
年
金

手
続
き
、
納
付
を
忘
れ
ず
に
！

国
民
年
金
後
納
制
度

老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

国
民
年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
ののののののののののののののののののののの
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

３
つ
の
基
礎
年
金
でででででででででででででででででででででで

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
ををををををををををををををををををををを
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消

　
 
 
不
安
を
解
消
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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こ
れ
か
ら
は
、
新
た
に
運
転
免
許
を
取
得
し
た
方
が
交
通
社
会
に
仲
間
入
り
す
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。
初

心
者
マ
ー
ク
を
付
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
心
し
て
運
転
で
き
る
よ
う
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
寒
さ
が
和
ら
ぐ
と
と
も
に
路
面
の
乾
燥
が
進
み
ま
す
が
、
朝
晩
や
日
陰
、
橋
の
上
な
ど
で
は
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
で
凍
結
路
面
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
速
度
を
抑
制
し
、
変
化

す
る
路
面
状
況
に
対
応
で
き
る
安
全
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

〈
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
緯
０
１
１
～
２
５
１
～
０
１
１
０
〉

▽
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
加
速
な
ど
「
急
」
の
つ
く
運
転

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
下
り
坂
や
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
減
速
し
、
エ
ン

ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
活
用
し

た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う

▽
「
疲
れ
」
を
感
じ
た
と
き
は
、
運

転
を
中
止
し
て
休
憩
し
、
居
眠

り
運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う

▽
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着

用
し
ま
し
ょ
う

▽
６
歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ

る
と
き
は
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

▽
デ
イ
・
ラ
イ
ト
（
昼
間
点
灯
）

運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

▽
飲
酒
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
は

車
で
出
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

▽
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明

る
い
色
の
服
装
と
夜
光
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う

▽
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け

た
と
き
は
、
積
極
的
に
声
を
か

け
安
全
に
誘
導
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う

▽
道
路
付
近
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
な
ど
を
見
か
け
た
と
き
は
、

安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
声
を

か
け
、
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う

▽
人
混
み
を
避
け
、
外
出
先
か
ら

帰
っ
た
ら
手
洗
い
と
う
が
い
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

▽
人
混
み
に
出
か
け
る
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う

▽
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
栄
養
と
睡
眠
を

取
り
ま
し
ょ
う

▽
部
屋
の
湿
度
を
　
％
～
　
％
に

５０

６０

し
ま
し
ょ
う

　
も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
ら
、
周
り
に
広
げ
な
い
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
早
め
に
病

院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

▽
水
分
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
取
り
、

自
宅
で
安
静
に
し
て
、
休
養
し

ま
し
ょ
う

▽
人
混
み
な
ど
へ
の
外
出
は
や
め

ま
し
ょ
う

▽
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
他
の
人
か

ら
可
能
で
あ
れ
ば
１
ｍ
以
上
距

離
を
置
き
ま
し
ょ
う

　
１
月
以
降
、
全
道
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
急
増
し
、
滝
川

保
健
所
管
内
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 
 

 

〈
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２
１
３
〉

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
あ
ら
た
め
て

予
防
の
徹
底
を

注意！

初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののの
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
やややややややややややややややややややや
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

初
心
運
転
者
へ
の
思
い
や
り
ととととととととととととととととととととと

融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
のののののののののののののののののののの
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運

 

融
雪
期
の
安
全
運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転

ド
ラ
イ
バ
ー
、
同
乗

ド
ラ
イ
バ
ー
、
同
乗
者者

の
皆
さ
ん

の
皆
さ
ん
へへ

歩
行
者
の
皆
さ
ん

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へへ

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
っ

た
か
な
？
と
思
っ
た
ら
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　夢いっぱいの小学校入学まで、あと１か月となりました。

　この春、歌志内小学校に入学するお子さんは次の１６人です（平成２６

年１月末日現在）。お名前がなかったり住所を変更したときは、教育

委員会（緯４２～４２２３）までご連絡ください。

▽ 大  野  陽  成 くん
おお の ひ なり

▽ 大  野  舞  夢 ちゃん▽
おお の まい む

 川  野  龍  神 くん▽ 北  山  雄  大 くん▽ 佐 
かわ の りゅう しん きた やま ゆう だい さ

 々  木  叶  夢 くん▽ 佐  藤  花  音 ちゃん▽ 佐 
さ き かな む さ とう か のん さ

 藤  蒼  空 くん▽ 関  口 ほのかちゃん▽ 塚 
とう そ ら せき ぐち つか

 田  温  季 ちゃん▽ 中  島  詩  音 ちゃん▽ 沼 
だ あつ き なか じま し おん ぬま

 田  蒼  哉 くん▽ 久  道  愛  斗 くん▽ 平  沼  皓 
た そう や ひさ みち まな と ひら ぬま こう

 大 くん▽ 村  田  琉  惟 くん▽ 矢  口  朱  浬 く
だい むら た る い や ぐち しゅ り

ん▽ 渡  邉  玲  奈 ちゃん 〈以上16人〉
わた なべ れ な

▲小学校入学を心待ちにしている子どもたち。
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▼
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
受
給
者
証
の
必
要
な
方
は
、
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。
次
の
も
の

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
に
は
、
継
続
し
て
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

▽
印
鑑

▽
健
康
保
険
証

▽
所
得
課
税
証
明
書
（
本
市
で
該

当
年
度
の
所
得
を
把
握
で
き
な

い
方
）

▼
助
成
方
法

　
道
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
と
き
は
、
受
付
窓
口
に
お
い
て

健
康
保
険
証
と
子
ど
も
医
療
費
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
道
外
の
医
療
機
関
や
道

内
の
一
部
の
医
療
機
関
で
受
診
し

た
と
き
は
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
医
療

機
関
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
支
払

い
、
後
日
、
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ

に
次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
申
請

す
る
こ
と
で
、
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

▽
印
鑑

▽
健
康
保
険
証

▽
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

▽
領
収
書

▽
助
成
金
振
込
先
口
座
の
わ
か
る

も
の
（
銀
行
の
通
帳
）

■
他
の
福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
場
合

　
現
在
、「
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
証
」
や
「
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」
を
お

持
ち
の
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
も
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

新
た
に
受
給
者
証
の
発
行
は
行
い

ま
せ
ん
。

　
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
で
医

療
機
関
に
受
診
し
、
い
っ
た
ん
窓

口
で
自
己
負
担
額
を
支
払
い
、
後

日
、
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
で
医
療

費
の
返
還
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
お
支
払
い
し
た
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
（
持
参
す
る
も

の
は
上
記
と
同
様
で
す
）
。

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か
……

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

 

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
　

市
で
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
助
成
す
る
市
独
自
の
制

　
市
で
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
助
成
す
る
市
独
自
の
制
度度

を
実
施
し
て
い
ま
す

を
実
施
し
て
い
ま
す
。。

ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
通
院
ま
た
は
入
院
す
る
と
き
に
受
給
者
証

　
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
通
院
ま
た
は
入
院
す
る
と
き
に
受
給
者
証
をを

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
受
給
者
証
の
交
付
申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
受
給
者
証
の
交
付
申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行行

っ
て
く
だ
さ
い

っ
て
く
だ
さ
い
。。
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